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原発運転の再開判断にあたっては、事故原因を客観的・徹底的に究明しようと

している、国会の福島原発事故調査委員会の調査・結論を待つべきです 

 

 国内のみならず国際的にも大きな衝撃を与えた福島原発事故について、その実態や原因

を客観的・徹底的に解明するため、昨年１２月８日に、国会に福島原発事故調査委員会が

設置されました。６月頃に結論を出すべく調査・検討が進められています。 
 

福島原発事故の原因は、津波の前に地震動で配管が損傷した可能性も否定できません。

このように事故原因についてもまだ明らかになっていない状況です。また、原子力安全委

員会は防災範囲を見直し、拡大することを決定しました。さらに福島原発事故の被害の実

態からも、これまでの立地県・町のみならず、近隣自治体では原子力防災についての議論

と、電力事業者との安全協定締結の動きが進んでいます。 
 

このような中にあって、原子力安全・保安院は、関西電力の大飯原発３・４号のストレ

ステスト第一次評価書案が、複数の委員の不在の中、１月１８日の「ストレステスト意見

聴取会」に提示されました。その後、原子力安全委員会とＩＡＥＡ（国際原子力機関）に

よる評価を経て、４大臣が運転再開の政治判断を下し、地元了解を経て２～３月には運転

が再開される可能性があります。大飯原発３・４号の次には、伊方原発３号などがその後

に続くとも言われています。 
 

しかし、ストレステストは、福島事故の実態を反映していないばかりか、「合格基準」さ

え明らかになっていません。 
 

上記のとおり、国会に設置された事故調査委員会の調査・検証は始まったばかりであり、

このように拙速に運転再開の手続きを進めることは、国会軽視と言わざるを得ません。原

発の運転再開の判断にあたっては、国会の福島原発事故調査委員会の調査・結論を待つべ

きです。 
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